








要約:川崎病については原因,冠状動脈後遺症を確実に防止する治療,長期予後の 3 点がま

だ十分に解明されていない。そこで,今回は川崎病の長期予後について心室遅延電位を用

いて検討したので報告した。対象は冠状動脈後遺症を残さなかった川崎病罹患児 82 名(男

子 46 名・女子 36 名,平均年齢:10.9 歳・ 5 歳から 19 歳)の心室遅延電位を記録して検討

した。結果は 82 名中 6 名( 7.3%)に異常値が認められた。川崎病罹患後に 12 誘導心電図

や胸部レントゲン写真が全く正常な川崎病罹患児でも心筋障害を残存させている川崎病罹

患児がいることか判明した。川崎病の長期予後については慎重に対応し,検討する必要が

明らかになった。


